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This paper explores Mieko Kamiya's perspective on ikigai in light of the term's recent 

international prominence. Contrary to the belief that Kamiya conceptualized ikigai as a uniquely 

Japanese idea, our findings reveal that she drew upon Western thought and research. Through her 

analysis of the lives of patients with leprosy in sanatoriums, Kamiya posited that ikigai represents 

a fundamental human function, signifying the “meaning in life” common to all individuals, 

including herself, in challenging circumstances. Despite this, a review of subsequent research 

labeled under ikigai shows a decline in references to Kamiya’s work and an increasing portrayal 

of ikigai as an exclusively Japanese concept, occasionally misattributed to Kamiya. A closer 

examination of Kamiya's views highlights her work as a pioneering contribution to positive 

psychology, addressing the “meaning in life” and encompassing several themes prevalent in 

recent studies. Thus, the continued development and dissemination of Japanese research on ikigai, 

centered on the theme of "meaning in life," could significantly enhance contributions to positive 

psychology and its applied fields. 

 

 

はじめに 

 第 1 著者がこの文章を書くきっかけとなった

出来事がある。少し前だが，カナダでの国際学

会の合間に，「人生の意味」に関してコロラド州

立大の Michael Steger と話をしていた。共著論

文となった，日本人の人生の意味に関する調査

データの相談をしている時に（島井他, 2019），

彼が，日本人は他の国の人と違って，生きがい

(ikigai)を重視しているので，人生の意味に独特

の側面があるんだよね，と言ったのである。 

 第１著者は，神谷(1966)の「生きがいについて」

の中にそんな主張はないはずだと思い，生きが

いという言葉を広めた神谷美恵子という人物

は，外交官である父親と幼少期をスイスで過ご

し，英語もフランス語も堪能で，コロンビア大

学に行こうとしていた人物だといった話をし

て，当時の日本では最も西欧化された人物で，

だからこそ「生きがい」をテーマとする本を書

いたのだと説明した。 

 帰国子女であった神谷の頭には，フランス語

の存在理由 raison d’etre といった言葉があり，

その翻訳として「生きがい」と言葉を使ったの

ではないかと想像され，だからこそ，多くの人

に新しい観点を提供したと推測される。しかし，

彼はこの説明に十分に納得していなかった。そ

れは著者の説明をするだけで，ikigaiという概念

が日本的な特徴をもたないと説明しなかった

ためだろう。 

 しかし，言葉のはじまりが推測通りであって

も，「生きがい」の概念に日本独自の特徴が含ま

れていないという証明になるわけではない。あ
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るいは，彼女の提案には含まれていなかったと

しても，その後の研究の展開によって，その日

本的な特徴が鮮明になってきたという可能性

もある。 

 そこで，ここでは，これらの疑問にこたえる

ために①ポジティブ心理学の立場から神谷美

恵子が提案した「生きがい」論の特徴を検討し，

そこで日本人に特有な要因が提案されている

のかを検証する。②その後の生きがい/ikigai の

研究がどのように展開されてきたのかをたど

り，そのなかで，日本に固有という提案が主張

されているのかを検証する。そして，③ポジテ

ィブ心理学の知見を踏まえて，神谷美恵子の

「生きがい」論が，今後の研究とどのようにつ

ながるのかを検討することを目的とする。 

 

１．神谷美恵子の生きがい概念の特徴 

(a) 神谷美恵子の生きがい論 

① 研究のはじまり 

神谷美恵子の「生きがい」論は，隔離政策が

とられていたハンセン病の施設において，ハン

セン病の精神医学的調査として始められた。神

谷(1959)では，ハンセン病患者の精神疾患の発

症率は一般人口と違いがなく，またハンセン病

に特有とされる精神疾患は見当たらないと報

告している。これは，1960 年の彼女の博士論文

につながっている。 

そして，「生きがいについて」では，ハンセン

病の人たちを対象としているが，それは「人間

がみな持っている問題を，つきつめた特殊な形

であらわしたに過ぎない(p.7; 神谷美恵子コレ

クション版。以下同じ)」と位置づけられる。つ

まり，取り上げている問題は，すべての人間に

共通のものだと考えており，それがより明確に

表れているので，ハンセン病の人たちを取り上

げると位置づけている。 

 一方，彼女は，生きがいという言葉について

は日本語らしいあいまいさがあり，それが「複

雑なニュアンスをかえってよく表現している

かもしれない(p.10)」と述べる。そして，フラン

ス語の存在理由 raison d’etre と変わらないもの

の，広いニュアンスを考えると，生存理由 raison 

de vivre が近いと考察する。 

 彼女は，外国語の論理的な哲学概念と比べる

と，生きがいという言葉には，あいまいさがあ

り，それを日本人の非合理性や直観性と関連づ

けている。これは，生きがいが日本人独特だと

いう考えにつながる可能性をもつものである。

そこで，生きがいの具体的な説明では，その非

合理性や直観性につながる内容が示されてい

るかを検討していく。 

② ハンセン病という状況の特殊性 

 その前に，「生きがいについて」で取り扱われ

ている，当時のハンセン病の特殊な状況につい

て簡単に触れておきたい。ハンセン病は数千年

の歴史をもつが，遺伝説を否定し病原体を発見

したのがハンセンであり，これにより感染症で

あることが明確になった。しかし，その後も，

以前から行われてきた隔離政策が有効な対策

とされ，それが変更されるためには，1950 年代

のスルホン剤による治療の導入が必要であっ

たとされる（森, 2018）。 

 ハンセン病の主要な病変は皮膚と末梢神経

にあり，有効な治療薬がなかった時代には，手

足や顔面の変形などの病状が生じた。このよう

な重症化が進むことで周囲から疎外され，宗教

上の差別を受けることにつながったとされる

（石井, 2004）。日本では，国際的実績に基づい

て，1907 年よりハンセン病の隔離政策が進めら

れ，治療薬開発後の 1953 年の予防法改定でも

隔離政策が維持された。そして，療養所は，隔

離の場ではなく治療の場に変化したが，治療法

が最終的に確立するのは，さらに殺菌作用の優

れた治療法の登場する 1980 年代になるとされ

る（尾崎, 2018）。 

神谷美恵子が療養所に関わったのは 1957 年

から 1972 年で，医療としての治療が導入され

治療が進められているが，手詰まり感もある時

期といえる。制度として隔離政策が維持され，

療養所が，薬剤治療が困難な人たちや，社会復

帰が困難な人たちのために用いられていた時

代であったといえる（田中, 2016）。 

 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世

界的流行を経験した私たちは，感染症の流行に

ともなって，その拡大を防ぐために，個人の行

動制限を経験してきた。感染したことで社会か

ら隔離され，亡くなった後にも，近親者が葬儀

することができないということを見聞した。こ

のような経験は不幸なことといえるが，ポジテ

ィブな側面として，私たちは，感染に伴う理不

尽な社会状況について，以前よりも共感できる
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ことになったことをあげることができるかも

しれない。 

神谷美恵子自身は，当時，最も恐れられ，実

際に死因上位にあった感染症である結核に罹

患して，そのために隔離され療養しており，ハ

ンセン病者の置かれている状況を，自分のこと

として理解していただろう。このような実感か

ら，神谷は，ハンセン病は特殊な状況でもある

が，困難や死に直面する中で人間が皆経験する

課題を理解する場と考えたのであろう。 

③ 神谷美恵子の生きがい論の概要 

 「生きがいについて」では，はじめに，生き

がいを感じる心の側面を感情と認識に分けて

いる。感情の側面は，生き生きとした喜びの感

情とされ，その特徴として，神谷が挙げている

のは，誰かの役に立ちたいという利他的な気分

である。自分の生きがいは何かと考えるのは認

識の側面とされ，その中核は人生が生きるに値

するかという問いへの回答とされる。これが最

も問われるのが青年期であるが，高齢期には再

び問われるとされている。そして，生きがいを

強く感じる人では，価値に結びつく使命感があ

り，その例として神谷は，学問や音楽で十分な

名声を得ていたにもかかわらず，さらに医学を

学び，アフリカに赴いて活動をしたアルベル

ト・シュヴァイツァーが挙げられている(p.39)。 

 次に，神谷が取り上げるのは，生きがいを支

える心理的欲求の働きで，欲求が充足すること

が生きがい感をもたらすとされる。欲求の種類

としては，生存充実感，変化と成長，未来性，

反響，自由，自己実現，意味の 7 種類が挙げら

れ，そこではマズローや，実存的欲求としてフ

ランクルが言及されている。 

 欲求の中でも基本的な要素が，生存充実感で

あり，その喜び感情をもたらす源泉として大切

なのが仕事や労働とされる。また，美しいもの

への感受性による喜びも生存充実感としてい

る。これに密接につながるものでは，新しい経

験や変化への欲求が挙げられる。ハンセン病施

設で動植物を育てることに熱意が示されるこ

とが例として挙げられる。 

 そして，変化や発展への欲求がつながりをも

つのが，未来性への欲求であるとされる(p.62)。

前途に望みがあることにより，心にはりをもっ

て生きることができると述べられる。ハンセン

病の人々の中には近い未来の目標をもてず，そ

れが生きがい喪失につながること，一方，宗教

殉教者のように，遠い未来へのはっきりした終

末観があれば，生きがいが支えられるとされて

いる。 

 また，反響の要因として，他人に受け入れて

もらうことが挙げられている。独身者よりも夫

婦のほうが生きがいを感じていることが紹介

される。また，反響への欲求には，社会的所属

の欲求や，承認への欲求も含まれるとされる。

次に，自由への欲求があげられるが，これは自

分の選択を自分が決定しているという自律性

である。そして，社会的な存在では，いつも自

律性が充足できるとは限らないことを，力によ

る秩序が支配するサルの集団を例に説明して

いる(p.68)。 

 そして，自己を伸ばしたいという欲求として，

自己実現を挙げる。それを精神療法の指導原理

としたカール・ロジャーズが引用され，さらに，

若くして得た哲学教授の地位を捨てて工場労

働者として働いたシモーヌ・ヴェイユの生涯が

紹介される。そして，意味と価値への欲求とし

て，「人間はみな自分の生きていることに意味

や価値を感じたい欲求がある(p.73)」と述べられ

ている。 

④ 日本人の研究への言及 

 「生きがいについて」では，上記の整理の後

に，生きがいを喪失する要因や，喪失者の種別，

その後の生きがいの再発見過程についての紹

介があり，その中では，ハンセン病患者の文章

完成テストや自治会や芸術活動などの具体的

話題を展開している。 

 ここまでで紹介してきたように，生きがいの

定義にあたる検討で参照されている研究のほ

とんどは日本人によるものではない。感情と認

識について論じる「生きがいを感じる心」の章

では 20 文献を引用しているが，そのうち 18 件

は欧米文献で，残りのうち 1 つは岡潔の手記，

もう 1 つは自著である。数学者岡潔の手記はそ

の研究の中核が発見の経験の純粋な喜びによ

ることを高名な学者の言葉として紹介したも

ので，自著は，はじめての出産後の女性の喜び

を紹介している。ともに，読者に親しみを感じ

させる例として挙げられており，日本人らしさ

に言及した内容ではない。 

次に，心理欲求について論じた「生きがいを

求める心」の章では 31 文献を引用しているが，
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そのうち 26 件は欧米の文献あるいはそれを紹

介したものである。日本の文献の 5 件は，森田

療法の森田正馬の考え方，高校教師の例から美

の経験，隔離医療の例から自由の役割，岡潔と

小林秀雄の対談内容から自己実現，広島の被ば

く少女の手記から人生の意味を取り上げてい

る。これらのほとんどは，それぞれの内容を分

かりやすく説明するための例として挙げられ，

日本人らしさには言及されていない。 

 その中で，生きがいの内容に関して言及され

た日本人による文献は，森田正馬だけである。

そこでは，森田の「生の欲望」は生存充実感の

中核にあるものとされ，森田療法の対象となる

神経症に関して，生存充実感への欲求に対して，

どのように適応していくのかが大切であると

説明されている。 

 「生きがいについて」の中では，そこに日本

人らしさという言及はないが，森田療法は日本

独自の心理療法として実践されてきた。これは，

最近ではマインドフルネスという認知的アプ

ローチと行動アクティベーションのアプロー

チと考えられ，欧米でも標準的な技法とされる

ようになってきたが，この時点では，日本独自

のものであったといえる。しかし，神谷は，こ

の引用で，それが日本独自であることを言及せ

ず，むしろ，森田を，人間ならだれにでも生じ

る生存充実感の心の仕組みの一環に位置づけ

ている。 

このように，引用している大部分が欧米の研

究であることから分かるように，彼女は，欧米

の研究から日本人に通用する原理を導くこと

ができると考えていたのではないかと思われ

る。 

(b)神谷美恵子の生きがい論の位置づけ 

① V. フランクルの人生の目的との比較  

 神谷の生きがい論は，ヴィクトール・フラン

クルの考えと比較されることも少なくない（釘

宮, 2023）。そもそも生きがいとは何かを論じ始

めるにあたっての第 1 章「生きがいという言葉」

のなかで，ここで取り扱う「生きがい感」は，

生きがいと感じている状態であり，フランクル

の言う「意味感」に近いと述べる。 

 フランクルの考えの中核は，(1) 意志の自由，

(2) 意味への意志，そして(3) 人生の意味とされ

ている（Frankl, 1969）。この３つは相互に関連し

ており，人間は意味への指向性を内在的にもち，

そのために意味を見つけるように選択し，その

結果，意味ある人生を有意義に生きると考えら

れている(Wong, 2013)。 

 この考え方に基づいて開発されたのが，人生

の目的テスト(PIL; purpose in life test)の Part A の

20 項目である(佐藤他, 1993)。熊野(2003)は，PIL

項目について，神谷の挙げた内容との対応を検

討した結果，生存充実感と意味への欲求に 4 項

目ずつが該当し，その他の欲求には 1－2 項目

ずつが対応していることを報告している。項目

数からは，フランクルでは生存充実感と意味へ

の欲求がより重要とされるのかもしれないが，

生きる目的と生きがいの内容はかなり近いと

いえるだろう。 

 ユダヤ人としてナチスの強制収容所を経験

したフランクルは，どのような苦難の状況にあ

っても意味を見つけ出そうとすることが，生き

ることを根源的に支えると主張した。そして，

その状況の中で，人間が責任ある主体となるた

めに，自発的に選択するという意志の自由をも

つことが大切であるとしている。その結果，一

人一人が，自分に固有の意味を発見するとされ

る(フランクル, 1961)。 

これは，精神分析における決定論に挑戦する

考え方であり，過去の経験による心理的要因に

よって人間が支配されているとせず，自分の行

動を自己決定することが重視される実存主義

に近い考えといえる。そして，フランクルは，

これを，支援を必要とする人たちへの治療法と

して展開し，ロゴセラピーあるいは実存分析と

呼ばれている（勝田, 2022）。 

一方，神谷は，フランクルのように自分の技

法を体系化して，精神的問題をもつ人たちへの

治療法として提供することはなかった。神谷は，

心の問題の専門的支援ではなく，ハンセン病患

者を，みんなと同じ人間ととらえて，その支援

をめざし，そこで述べられるのは，私たちと同

じ問題をかかえて同じように苦闘している姿

である。したがって，彼女が提案する「生きが

い」という課題は，私たちだれにとっても，自

分の生き方を考える時に取り組むべきものと

位置づけられている。 

② 神谷美恵子の生きがい論が目指したこと 

人生には理不尽なことがあり，それは突然起

きる自然災害や疾病かもしれないし，戦争など

の社会問題かもしれない。そして，ハンセン病
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のように病気の場合にも，差別などのさらに理

不尽な状況が生じることもある。そこでは，生

きがいが人生の充実と幸福に重要になること

がはっきりと示されるのである。 

 神谷美恵子は，スイスで育ちフランス語で考

える子どもとして思春期に帰国し，初めに行っ

た学校に適応できずに転校している。その後，

津田塾大学に入学したが，肺結核になり療養生

活を送ることになる。この当時の結核は若者が

死亡することが多い疾病であったが，彼女は奇

跡的に快復し，津田梅子奨学生として米国ブリ

ンマー大学に留学し，父親の反対を乗り越えて，

コロンビア大学大学院時代にギリシア文学科

から医学進学課程へ転部して医師を目指そう

とするが，日米関係が悪化したため帰国し，東

京女子医学専門学校(現東京女子医大)に学ぶこ

とになる(本多, 2023)。 

 神谷の人生を振り返る時に，ハンセン病との

出会いに焦点があてられることが多いが，この

ように，帰国子女としてのアイデンティティの

危機や，日本人の死因第一位であった結核罹患

の経験，医師への進路に賛成でない家族や環境

などのさまざまな困難があった。彼女自身にと

っても，生きがいは切実なテーマであっただろ

うと考えられるのである。 

 そして，「生きがいについて」を書いている時

に，ハンセン病施設の人たちの生きがいについ

て検討し，多くの人にその成果を本として発表

することが，神谷にとっての生きがいであった

のであろうと思われる。その頃の日記に，英語

教師として職場に向かう道で，「ただ動物のよ

うに生きることではまん足できず，己が存在の

意味を感じないでは生きていられない人間の

精神構造を思う。・・・『イミ感について』とい

う書きものをまとめてみたい。」という言葉が

ある（神谷, 2004, p.307）。 

 そこでは，生きがいは，職業として給与を受

け取り，時間や手間の多くを費やしている教師

活動の中にはない。あるいは，充実感も得ては

いるが，2 人の子どもの母親として，また，英

語論文校正で夫を支援するパートナーとして

ではなく，月に何日かを無給で働くハンセン病

施設での活動を文章にすることが，「本来の自

分の仕事」と感じる切実さが示されている。こ

れは，博士論文が完了し，がんとの闘いの中に

あるというタイミングだったからともいえそ

うだが，このテーマが彼女自身にとって，また，

この時代の人々に重要だという見識があった

のだろう。 

 ここまで，神谷美恵子の生きがいの概念につ

いて概観し，その特徴を検討してきた。その結

果，彼女が生きがいの整理に用いた文献の多く

が日本人によるものではないことを確認した。

神谷の著述の一部に，平家物語や源氏物語や，

西行，芭蕉，鴨長明等を引用し，生きがいやそ

の喪失に言及する記述があるが，いずれも実存

哲学やキリスト教との共通性の文脈で取り上

げられ，日本人に特有の生きがいという主張は

見当たらない。また，概念の内容としては，フ

ランクルの「人生の意味」で取り上げられてい

る内容と共通の部分が大きいことも確認した。 

その中で，日本文化の影響に触れているとこ

ろ一か所ある。ハンセン病患者の宗教的な変革

体験の文章のなかに，日本のように，「自然に対

する親近感も深くいきわたっている土地こ

そ，・・・この現象を『生命拡充の営み』として

広い観点からみる(p.253)」ことができると述べ

ている。しかし，ここでも，それが日本文化に

固有で独自のものとしていない。 

 

２．その後の「生きがい」概念の研究 

(a)生きがい(ikigai)研究の現状 

 ここまで，神谷の「生きがいについて」の中

で，生きがいがどのように検討され提案されて

きたのかについて整理してきた。そして，その

中では，生きがいという日本語の言葉が，raison 

d’etre よりも多くのニュアンスを含んで用いら

れているという言葉の特徴を除けば，どのよう

な人間にとっても，人生の充実のために重要な

要因として位置づけられており，日本人に独特

な特徴が提案されているわけではないことを

確認した。 

 しかし，神谷自身が主張していなくても，そ

の後の研究で，生きがいに日本的な特徴が重要

であることが確認されてきた可能性もある。そ

こで，ローマ字表記で”ikigai”をタイトルに含む

研究によって，この点を確認する。 
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研究文献の検索サイト Google Scholar で，

「allintitle: "ikigai"」と入力して，タイトル

に”ikigai”という言葉を含む情報を検索した。

2024年2月20日の検索結果は317件であった。

ここでは，この論文情報を中心に神谷以降の研

究を整理する。なお，”ikigai”ではなく，「生きが

い」を同様に検索すると全体で 3000 件近くあ

り，2000 年以降だ

けでも 192 件とな

るが，ここでは，

国際的に発信さ

れた研究や海外

の研究動向も検

討 す る 目 的

で ”ikigai”という

言葉を用いた 317

件を分析に用い

た。 

この 317件のう

ち，日本語論文で

は英語表記と日

本語表記が別の

論文とされる重

複があり，また，

書籍では改訂版

や翻訳があり，合わせて 44 件が重複した情報

と考えられた。また，3 件は域外という ikigai に

関する文献で，これらを除くと，合計 270 件を

分析した。 

検討は，基本的に公開された電子情報により，

書籍では保有している場合を除いて内容を検

討していない。整理した情報は，公表形式（書

籍・論文・その他），著者名，日本語文献か，出

版年，被引用数，「生きがいについて」の引用有

無，生きがい尺度であった。 

全体として，文献の形式としては，書籍が 70

件(28.1％)，学術論文が 141 件(56.7%)で，学位

（博士・修士）論文が 17 件(6.8％）で，ネット

情報は 18 件（7.2%）であった。第一著者は日本

人が 154 件(57.5%)，日本人以外 109 件(40.7%)，

おそらく日系人 5 件(8.1%)で，半数以上が日本

人の著作であった。ただし，日本語以外(大部分

が英語)が 168 件(62.7%)で，日本語は 97 件

(36.2%)であり，ikigai という言葉を用いた英語

論文がかなりあった。 

発表年は，1941 年から 2024 年までに分布し

たが，Figure 1 の棒グラフに示したように，1969

年までが3件(1.1%)，以降年代ごとに11件(4.1%)，

8 件(3.0%)，23 件(8.6%)，50 件(18.8%)，72 件

(27.1%)，2020 年以降が 99 件(37.2%)であった。

Figure 1 には，日本語「生きがい」をキーワード

とした研究数の推移を折れ線グラフで示した。 

 

(b) 英文の主要な研究情報とその特徴 

このような研究の変化に関連して，被引用数

が 100 件以上の英語情報が 4 件ある。そのうち

の 1 件は文化人類学者の Mathews(2005)である。

タイトルに ikigai はないが，この論文に先行す

る，彼の書籍“What makes life worth living? (1996)”

の引用数が 302 で，この書籍が，学界で”ikigai”

という言葉が知られることに貢献したといえ

る。そこでは，「生きがいについて」が引用され，

生きがい概念が検討されている。その立場は，

生きがいというそのままの言葉は英語にはな

いが，その内容はだれにも重要で，フランクル

の人生の意味につながるという神谷と同様の

立場である。 

引用が多いもう 1 冊の書籍は，Garcia & 

Miralles (2017)の” Ikigai: The Japanese secret to a 

long and happy life”である。この本では沖縄の長

寿を取り上げ，神谷は引用されず，ikigai という

言葉を用いた一般向きの読み物である。彼らは，

生きがいのベン図を示しており，根拠データは

ないが，引用されることがある。 
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引用数が 100 件以上の残りの 2 件は，どちら

も日本人による疫学論文で，どちらでも神谷は

引用されていない。第一は，Sone et al. (2008)で，

東北大学の大崎コホート研究のひとつである。

この論文では，生きがいは，「あなたは生きがい

を持って生活していますか」という単項目で評

価し，生きがいのない人の死亡リスクが，ある

人の 1.5 倍と報告している。 

第二は，Tanno et al. (2009)で，岩手医科大学の

コホート研究で，「生きがい」は「あなたは“生

きがい”や“はり”をもって生活しておられまし

たか」という単項目で評価し，生きがいがある

人では，総死亡が低いと報告している。 

Table 1 に，被引用数が 30 件以上の文献の情

報を示した。全体の傾向として，日本語以外で

書かれた生きがいに関する研究の増加が 2020

年以降に顕著であった。そして，先の疫学研究

のように，近年の生きがい研究では，神谷を引

用しないことが多く，また，日本人のよる日本

語の公表の割合が減少している。 

(c)「生きがい」の実証的研究 

実証的研究は全体 270 件のうち 68 件で，生

きがい研究の多くがエビデンスを収集してお

らず，この学術情報の特徴といえるかもしれな

い。実証的研究で用いられた尺度は，単項目が

24 件(35.2%)，ikigai-9 尺度 19 件(27.9%)，K-1 生

きがい尺度 9件(13.2%)，PILテスト 3件(4.4%)，

独自の尺度 13 件(19.1%)であった。 

単項目は，「生きがい」という言葉を用いて，

その有無や感じる程度の評価が行われること

がある。また， PIL テスト（佐藤, 1993）が，生

きがいの尺度として用いられることがあり，岡

堂・PIL 研究会（1993）では，人生の目的は生き

がい概念を同一と扱っている。 

一方，近藤・鎌田(1998)は，日本人の生きがい

感尺度を開発している。K-1 式スケール(近藤・

鎌田, 2003)は，自己実現・意欲，生活充実感，

生きる意欲，存在感の 4 因子からなり（近藤, 

2007），この尺度を用いた研究がある（Randall et 

al., 2022; Sano & Kyogoku, 2016）。また，長谷川

ら(2007)は，過去の自分や未来の自分などの生

きがい対象尺度を作成した。 

熊野(2013)は，生きがいプロセス尺度と生き

がい状態尺度，能動的・受動的生きがい尺度を

開発し，生きがい状態を，過去の意味づけ，未

来の目標意識，ポジティブ状況の没頭などの要

因から整理した。そして，「生きがい形成の心理

学(2012)」では，神谷の研究を詳しく検討してい

る。文献リストにもある英語論文 (Kumano, 

2018)”は，被引用数も 66 件で，今後の先導的な

研究が期待される。 

一方，文化心理学の考え方が力を増してきて

おり，そこでは幸福感も日本文化に特有な特徴

が指摘される（大石, 2009; 内田・萩原, 2012）。

先の熊野の論文も日本人の幸福のとらえ方の

中での「生きがい」の位置づけに関するもので，

日本人の幸福感に関する論文（熊野, 2011）では，

熊野は「日本では，幸せに類似した日本固有の

言葉に生きがいという言葉がある。生きがいは

肯定的な状況で得られるのみでなく，否定的な

状況でも前向きに生きていくことで得られる 

(p. 620)」と述べている。独自性の主張とまでは

言えないだろうが，幸福と同様に文化的側面を

強調しているだろう。しかし，否定的な状況で

前向きに生きていくことこそ，フランクルが伝

えようとしていることであるようにも思われ

る。 

生きがいの心理学的研究では，生きがいの諸

側面を評価して，その仕組みを明らかにするこ

ともめざされる。紹介してきたように尺度も増

え，また，項目数も多くなる。しかし，それで

は，疫学研究や応用研究では利用しづらい。今

井他(2012)は，項目数を限定した生きがい尺度

を開発し，「生活・人生に対する楽天的・肯定的

感情」，「未来に対する積極的・肯定的姿勢」と，

「自己存在の意味の認識」の３側面を測定する。

英語版も開発され（Ikigai-9 ; Fido et al, 2020），

今後，用いられていく可能性がある。 

今井他の尺度開発論文では，神谷は引用され

ていないが，同じ著者らによる退職者の生きが

いの構造に関する論文（今井他, 2009）では，神

谷が引用されている。しかし，「生きがいは，日

本人特有の感情と価値観を含み(p.366)」という

文章の根拠とされており，先に紹介したように，

神谷は日本人特有という主張はないので，誤解

を生むものと言える。 
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発表年 神谷引用 書籍／論文 生きがい尺度 著者（3名以降略） タイトル

1 2008 240 無 論文 単項目 Sone, Toshimasa; Nakaya, Naoki;

Ohmori, Kaori et al.

Sense of life worth living (ikigai) and mortality in Japan: Ohsaki Study

2 2017 187 無 書籍 - García, Héctor; Miralles, Francesc; Ikigai: The Japanese secret to a long and happy life

3 2005 139 有 書籍 - Mathews, Gordon; Can ‘a real man’live for his family?: Ikigai and masculinity in today’s Japan

4 2009 129 無 論文 単項目 Tanno, Kozo; Sakata, Kiyomi; Ohsawa,

Masaki ta al.

Associations of ikigai as a positive psychological factor with all-cause mortality and cause-

specific mortality among middle-aged and elderly Japanese people: findings from the Japan

Collaborative Cohort Study

5 2002 81 有 論文 インタビュー Yamamoto-Mitani, Noriko; Wallhagen,

Margaret I;

Pursuit of psychological well-being (ikigai) and the evolution of self-understanding in the

context of caregiving in Japan

6 1996 73 有 書籍 - Mathews, Gordon; The Stuff of dreams, fading: Ikigai and" the Japanese self"

7 2018 63 有 論文 単項目 Kumano, Michiko; On the concept of well-being in Japan: Feeling shiawase as hedonic well-being and feeling

ikigai as eudaimonic well-being

8 2006 61 無 論文 単項目 Shirai, Kokoro; Iso, Hiroyasu; Fukuda,

Hideki et al.

Factors associated with" Ikigai" among members of a public temporary employment agency

for seniors (Silver Human Resources Centre) in Japan; gender differences

9 1999 57 有 論文 - Nakanishi, Noriyuki; Ikigai' in older Japanese people.

10 2017 53 無 論文 単項目 Mori, Kentaro; Kaiho, Yu; Tomata,

Yasutake et al.

Sense of life worth living (ikigai) and incident functional disability in elderly Japanese: The

Tsurugaya Project

11 2020 42 無 論文 Ikigai-9 英語版 Fido, Dean; Kotera, Yasuhiro; Asano,

Kenichi;

English Translation and Validation of the Ikigai-9 in a UK Sample

12 2001 39 無 論文 単項目 関 奈緒 歩行時間, 睡眠時間, 生きがいと高齢者の生命予後の関連に関するコホート

研究

13 2019 38 有 論文 - Kono, Shintaro; Walker, Gordon J; Ito,

Eiji et al.

Theorizing leisure's roles in the pursuit of ikigai (life worthiness): a mixed-methods approach

14 2016 34 無 書籍 - García, Héctor; Martín, Cesar; Ikigai: The Japanese secret to a long and happy life

15 2020 33 有 論文 単項目 Kono, Shintaro; Walker, Gordon J; Theorizing ikigai or life worth living among Japanese university students: A mixed-methods

approach

順位 被引用数

Table 1

30件以上の被引用があった文献の出版年、被引用数、神谷の引用の有無、出版形式（書籍／論文 )、使用生きがい尺度、著者名、タイトル
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(d) 生きがい研究で日本的とされる特徴 

生きがいは，海外にない言葉ということは多く

の人が共有している。生きがいという言葉の源

流は古く，久野（1981）によれば，「かい（か

ひ）」という言葉は万葉集にも見られ，替ふ，

交ふ，買ふ，換ふなどの漢字が当てはまるよう

な「交換できるだけの価値」とされる。また，

鶴田（1998）は，『太平記』や近松門左衛門『源

氏冷泉節』でも「生き甲斐」「いきがひ」とい

う言葉が使われていることを挙げ，日本語独特

の情緒的意味合いや美意識が背景にあると考

察している。しかし，久野も鶴田も，ともに，

生きがいを「自分が生きていることの意味の問

題」（久野, 1981, p.21），「生きる意味」「生きる

価値」「生きる理由」（鶴野, 1998, p.121）と位置

づけており，大枠では「人生の意味」と同義の

ものとして捉えていると考えられる。 

 神谷の生きがいに戻れば，彼女は自分が育っ

たフランス語では，その内容は，raison d’etre よ

り，意味の広い raison de vivre のほうがよさそ

うだと書いている（神谷, 1966, p11）。これは，

それなりに近い言葉があるということでもあ

る。まったく同じ言葉がないといえば，大部分

の言葉がそうであって，このような研究を進め

るにあたって遭遇している言葉では，生命でも

あり，人生でもあり，生活でもある life は日本

語にはない。これを日本人には life がないと言

ったり，海外の人には人生がないと言ったりす

ることもできるだろうが，何かが明らかになっ

たわけではない。まったく同じ言葉がないとい

うことは，生きがいという言葉だけの特別の特

徴ではない。生きがいの実証的研究では，生き

がいを測定するために，モラール尺度を用いる

たり，人生の目的尺度を用いている。それは，

内容として独自ではなく共通であるからであ

る。 

一方で，先に紹介してきたように，文化心理

学が隆盛となり，生きがいの内容としても日本

人に特徴的なものがあるという主張もありう

る。そこで，どのような実証的特徴が，日本的

とされているのかを確認したい。 

 はじめに，検討するべきは，Mathews(2005)で

ある。彼は，神谷の書籍を取り上げて，神谷で

は，社会的役割に順応しているだけでは生きが

いは見出せないとするとまとめている。そして，

神谷は，生きがいは，実益のためではなく，内

面的な魅力のために追及されるべきものとし

ているとし，これは実存主義の影響を受けたも

ので，日本における生きがい論の多くが集団の

ために役割を果たすことが生きがいとされる

ことがあるのに対して，神谷では，自己実現が

重要で生きがいが個人的なものとされている

と結論している。 

次に，熊野の研究から，生きがいの日本的特

徴を検討する。初期の研究(熊野; 2003)では，神

谷が「生きがい」をフランクルの「意味感」に

近いと述べているとして，フランクルに基づく

PIL テストを生きがいの指標として用いてい

る。しかし，熊野(2006)では，生きがいに関連

する要因をあげ，神谷が提案している生きがい

の要因には，「自己肯定」と「コミットメント」

が含まれていないと指摘している。そして，制

限された環境下にある人について検討した神

谷の生きがい論の特徴と限界の可能性を指摘

する。これは，生きがいの包括的な研究を進め

ることで，神谷の生きがいを乗り越える可能性

を示唆しているともいえるだろう。 

そして，熊野(2011)は，アメリカでは，幸福

の主要な要因として自己の個人的達成があげ

られるが，日本では対人関係的な要因が重視さ

れると指摘する。続いて，Kumano (2018)では，

日本人の幸福には単なる快楽を超えたエウダ

イモニア要因が重要で，それが生きがいという

観点から理解されるとする。そして，熊野

(2021)では，幸福の国際的研究の発展のために，

生きがいの研究の成果を発信することを期待

している。 

ポジティブ心理学を提案した中心グループ

の一人である Peterson(2008)は，Psychology 

Today の”Ikigai and mortality”と題したエッセイ

の中で，先の曽根らの疫学研究を紹介する。そ

こでは，生きがいは，自分の人生に価値がある

と感じることとされており，日本語に特有の言

葉であるが，目的や意義を含み，人生に喜びを

感じることだと紹介されている。特に強調され

るべきことは，この疫学研究が教えてくれるこ

ととして，ポジティブ心理学にとっては，すべ

ての文化から学ぶことが大切だと述べている

点である。 

 浦田(2017)は，こちらも多義的だが重なり合

うことが多い「人生の意味」から「生きがい」

研究について整理し，生きがい研究の成果によ

って「人生の意味」研究がより豊かになる可能

性を指摘している。そして，最近の「人生の意

味」研究では，「人生の目的」と「コヒーレン

ス（一貫性）」という側面に加えて，「人生の意

義」があげられるようになってきた（Martela & 

Steger, 2016）。彼らは，この「人生の意義」の

側面が，エウダイモニアに近いとしており，日

本の疫学研究から「人生の意義」の側面が「生

きがい」に近いのではないかと推測している

(p.535)。ただし，彼らの人生の意味の 3 側面尺



島井・浦田 (2025). 宗教／スピリチュアリティ心理学研究, 3(1), 1-15. 

 

- 10 - 
 

度は発表されたばかりで (Martela & Steger, 

2023)，人生の意義と生きがいの両方を測定・評

価した研究はまだ行われていない。実証的な検

討は，今後の課題であるが，熊野の言うように

エウダイモニア要因は日本人も重要であるだ

けではなく，すべての人に重要とされている。 

 

３．今後の課題と展望 

(a) 神谷美恵子から受け継ぐもの 

 浦田(2017)では，ポジティブ心理学で発展し

てきた「人生の意味」の研究の問題意識の多く

が，神谷(1966)においてすでに論じられている

と指摘した。例えば，ストレスへの抵抗力とし

て知られるようになったレジリエンスは，過酷

な環境の中で新たに生きがいを見出す可能性

が重要な道筋なのかもしれない。新しい生きが

いをどのように再発見するかは，レジリエンス

をより深く理解し，適切な介入法にもつながる

ことが期待できるだろう。 

 それは，ポジティブ心理学の中でも重要なテ

ーマとされてきた，トラウマ後の成長（post-

traumatic growth; PTG, Tedeschi & Calhoun, 2004）

を促進する中核にあるものでもある。また，高

齢者になり，身体機能の低下や不調を自覚し，

退職や親しい人たちとの死別などの出来事の

中で，充実したサクセスフルエイジングを送る

ためにも必要なことである。「生きがいについ

て」の 7 章「新しい生き方を求めて」と 8 章

「新しい生きがいの発見」からみてみよう。 

 7 章では，神谷は，絶望による影響を一時的

にでも鎮める時に自尊心が役に立つと述べる。

そして，自分を見限り世界の可能性に見切りを

つけてしまう人がいる一方で，運命を受容する

生き方に至る人もいると指摘し，そこで大切な

のは，注意とエネルギーを向ける短期の具体的

な目標があることだとする。また，現状が過去

に決定されているとみなして，自分を責めるこ

とになりがちであるが，その罪障感を解決する

には，権威ある他者からのゆるしが必要であり，

それによって自分を受け入れ，建設的な生き方

を作り出すことになると述べる。それは，価値

システムの変革につながるのである。 

 8 章では，虚無とあきらめの中で時間つぶし

の生活を送る人たちに必要なのは，自分が無用

者ではないという生存目標であると指摘する。

そして，制限された中で，宗教活動や芸術活動

などに打ち込み，才能を発揮する人たちを紹介

し，そのためには，すべてを天の摂理として受

け入れることができる弾力性や柔軟性が大切

であると示唆する。困難な中で新しい生き方に

至るには，多くの人のために生きようとする社

会化と，豊かな想像力や探求心で味わいを感じ

る精神化が必要とする。 

 ここで使われている心の働きを見ると，今日

のポジティブ心理学の中核のテーマである，希

望・楽観性，感謝心，マインドフルネス，セル

フコンパッション，レジリエンス，自己決定，

エンゲイジメント，心的外傷後成長(PTG)，フ

ロー，セルフエスティーム，創造性，好奇心，

目標追求，共感性，愛情・親密性，熱意などが

取り上げられている。また，多くの概念は人格

的強み(Peterson & Seligman, 2004)としてリスト

されていることから，神谷では取り上げられて

いない強みも生きがいの役に立つ可能性があ

るだろう。 

 一方で，ここで神谷が取り上げている流れは，

マルチコンポネントのポジティブ心理学介入

を設計するにあたって参考となる。例えば，深

刻な困難の初期には，自尊心や自己主張を活用

するセッションを置き，その次に，マインドフ

ルネスによる情緒的認知的な安定化のセッシ

ョンを置き，それを受けて，意欲を引き出す短

期的目標を設定するセッションを，そして，感

謝心を用いた認知的再評価を学ぶセッション

と続けるというような介入計画を構想するこ

とができるだろう。 

(b) 生きがい研究の課題 

 この論文は，日本の生きがい研究をまとめる

ことをめざすものではない。生きがい研究の起

点である「生きがいについて」で示された神谷

の提案を，現在の研究の視点からどう受け継ぐ

ことができるか，そして，どう発展することが

できるのかを考えることをめざしている。そこ

で，ここでは，これまで，神谷の生きがいが，

どう受け継がれてきたのか，この後の課題は何

なのかを考えてみたい。 

 日本の生きがい研究は，1970 年代に大きな

盛り上がりを迎えた。これは，神谷の書籍の

1966 年の出版をはじめ，60 年代後半に生きが

いに社会的関心が高まったことによる。1970

年からの 3 年間には年間 20 冊以上も生きがい

に関する書籍が出版され，その後も，生きがい

の書籍の出版は，日本では一定程度維持されて，

近年に少し落ち着いてきたというところのよ

うである（神田, 2015)。 

 先にも紹介したように Mathews(2005)では，

神谷の「生きがいについて」をかなり詳しく紹

介して議論している。その一方で，近年では，

日本人研究者による生きがいの研究の中で，神

谷を引用する割合は低下している。先に紹介し

た ikigaiをタイトルに含む論文リストをみると，
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神谷の引用率は，2000 年代では 100％であった

が，2010 年代 45.5%，2010 年代 40.4%，2020

年以降は 24.0%となっている。一方，全体でみ

ると，日本語の文献で 44.7%が引用しているの

に対して，英語の文献でも 32.2%が引用してお

り，国際的に議論される場合にも神谷はある程

度引用されている。書籍が 1966 年に出版され

たことを考慮すると，この国際的な引用は多い

と評価できるだろう。ただし，著者が日本人で

ある場合には 48.7%が引用しているが，日本人

でない場合には 19.7%が引用しているという

現状であり，日本語で書かれた資料なので，外

国語である日本語で読むことは障壁になって

いることが分かる。 

 先に Table 1 に示したが，生きがいをタイト

ルに含む 270 文献のうち，被引用数が 30 件以

上は 15 件だけである。誰からも引用されず，

被引用が 0 という文献が全文献 261 件中 90 件

で 34.5%であり，被引用数 3 件以下の文献が

174 件で 66.7%だというのは衝撃的といえる。

多くの人の目にとまるピアレビュー雑誌では

なく，紀要論文が多いこともその要因であろう。

もちろん，引用されなければ全く意味がないわ

けではないが，引用する必要があるような研究

状況にないことが問題である。 

 実は，被引用数が多い論文にも同じ問題があ

り，最大の Mathews(2005)の被引用数は 240 件

であるが，生きがいに近接している主観的幸福

感では，主観的人生満足感 SWLS の尺度開発

論文の被引用数は実に 42510 件である(Diener 

et al., 1985)。さらには，日本人の生きがいにも

言及した日米比較研究(Curhan et al., 2014)で引

用されている心理的ウェルビーイングの論文

(Ryff, 1989)は被引用数 24543 件である。これら

は特別に引用の多い論文とはいえ，被引用 240

件はそこまで多いとはいえず，それが最も大き

いという研究領域は発信力が低いと言わざる

を得ない。 

(c) 「人生の意味」研究 

 「生きがい」に関連する概念として最も近接

している研究領域は，浦田(2017)が指摘してい

るように，「人生の意味」の研究として展開さ

れている。近年の研究で最も用いられている尺

度は，Meaning in Life Questionnaire (MLQ)であ

り，そこでは，人生の意味について，意味保有

と意味探求の 2 側面が測定される。ちなみに，

この尺度の開発論文(Steger, 2006)の被引用数

は 5842 であり，第 1 著者も参加した人生の意

味の日米比較論文(Steger, 2008)の被引用数も

542 である。 

 そして，先にも紹介したが，人生の意味にお

ける 3 次元モデル，すなわち，人生の目的，人

生の意義，コヒーレンス（一貫性）の 3 次元が

提案されている（Martela & Steger, 2016）。その

提案を逆に考えると，生きがいには，人生の目

的とコヒーレンスの次元が，あまり強くないと

指摘されているともとれるが，生きがい研究者

でそれに反論した研究は見当たらない。 

しかし，「人間を見つめて」の中では，ハン

セン病の定時制高校生のフランス語の学びに

触れて，生きがいを支える態度としての自発性

と主体性が重要であることが紹介されている。

そして，さらに，極限状況の中でも，自分は何

のために生きているのかという問いに答えを

与えるものとして，目的につながる使命感につ

いても触れられている。これらのことを考えれ

ば，神谷の生きがいは，3 次元すべてに対応し

ていると言ってよいだろう。 

(d) 今後の課題 

生きがいに近い概念である人生の意味の研

究では，より多くの研究が発表されている。生

きがいという日本語表現にこだわらず，人生の

意味研究のひとつとして，これまでの生きがい

研究で知られてきた知見や実践を，人生の意味

研究の文脈に位置づけて国際的に発信してい

くことはできそうであるし，それが神谷の仕事

を最も正当に引き継いで展開することになる

可能性が高いだろう。特に，神谷が紹介してい

る，生きがいを充実することにつながるさまざ

まな活動やその支援は，実践としてのマルチコ

ンポネントのポジティブ心理学介入を設計す

る時に役立つと思われる。 

 そして，ここでは，詳しく紹介していないが，

神谷はハンセン病の人たちの支援に熱心に取

り組んだ。それは彼女の生きがいを支えた使命

感といえる。ハンセン病の人たちは現在も支援

が必要な状況にあるが，近年の世界的な感染症

流行は，社会的に制限を受ける困難な状況も誰

にでも起こりうることを示している。彼女の活

動から，困難な人たちのために使命感をもって

取り組むことが，多くの人間にとって，生きが

いとなる人生の意味に大切であることを受け

継ぎたい。生きがいを日本文化に独特なものと

することは，神谷の提案に制限をかけることに

なり，望ましいことにつながらないないだろう。 

 生きがいの研究には，疫学研究として，生活

に関連する指標に「生きがい」が用いられ疾病

予防あるいは健康増進効果をめざすものがあ

る。先にも示したように，ikigai をタイトルに

含む研究で被引用が 100 以上の 4 件のうちの 2

件がこの疫学研究である。その背景には，日本

の国内政策として，健康増進や介護予防の目標
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に「生きがい」という言葉が用いられることが

多くなってきたことがある(今井他, 2012)。 

 そして，ikigai と epidemiology（疫学）をキー

ワードとして文献検索すると，タイトルに

ikigai という言葉が入っている研究を含めて

917 件がヒットするほど，多くの関連した研究

が発表されている。しかし，その研究の多くが，

日本人が第 1 著者か，著者の大部分が日本人の

研究である。国内の政策目標とされて，調査項

目に含まれることとなり，結果でも「生きがい」

について触れられ，キーワードにもあげられて

いるというわけである。 

しかし，英語では ikigai だけではわからない

ので，論文中に“life worth living(ikigai)” (Sone et 

al., 2008), “something to live for, the joy and goal 
of living, a life worth living, and the happiness and 
benefit of being alive” (Tanno et al., 2009; 

Yasukawa et al., 2018.), “what makes life worth 

living” (Okuzono et al., 2022)などと説明されて

いる。国際的に情報発信するために，「生きが

い」という日本語を英語で説明し，そのうえで，

その影響力を説明するという二段階が必要に

なるのである。一方，これらの説明からも分か

るように，その内容は「人生の意味」研究とほ

とんど重なっている。 

これらのことを取りまとめて考えれば，神谷

の「生きがい」研究を引き継いで，国際的に発

信する研究として発展させていく時に，疫学研

究でも，生きがいを「人生の意味」と位置づけ

て進めるほうが適切である。そして，ここまで

の「生きがい」研究の集積を国際的に発信し，

人生の意味の研究文脈の中に位置づけて貢献

することが必要であろう。 

神谷美恵子は，生きがいという言葉には，「日

本語らしいあいまいさと，それゆえの余韻ふく

らみがある(p. 10)」と述べた。そして，ハンセ

ン病という状況にある人たちの例を通じて，ど

のような「ふくらみ」があるのかを明確にしよ

うとした。私たちは，それを受け継ぎ，かつ，

国際的に展開されている人生の意味研究の成

果を合わせて，それをさらに明らかにし，自分

自身も「生きがい」を実感する人生を送り，さ

らに，日本人だけではなく，世界の人たちが「生

きがい」をもって人生を送る支援につなげるこ

とが，神谷から受け継ぐ使命であると思われる。 

 

利益相反 
本論文に関して，どのような利益相反もない。 
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本論文は，近年国際的に広がりを見せている「生きがい」という用語の背景にある，

神谷美恵子の生きがい観を検討するものである。神谷の内容の検討から，彼女は生き

がいを日本独自の概念として提案したのではなく，西洋の思想や研究を参照していた

ことが明らかになった。隔離されていた療養所でのハンセン病患者の人生を分析する

中で，神谷は生きがいが人間の重要な機能であり，困難な状況においても全ての人間

に共通する「人生の意味」を示すものであると提唱した。しかし，その後の「生きが

い」というタイトルの研究をレビューしたところ，神谷の研究が引用されることが

徐々に減少し，生きがいが日本独自の概念として主張されることが増え，中には神谷

の業績として誤って引用されることもあることが判明した。神谷の生きがい観を詳細

に追跡すると，彼女の研究は「人生の意味」に関するポジティブ心理学の先駆的な研

究であり，近年発展してきた多くの研究テーマが彼女によっても言及されていること

がわかる。したがって，「人生の意味」をテーマとする日本の生きがい研究のさらな

る発展と情報発信は，将来的にポジティブ心理学およびその応用分野に大きく貢献す

る可能性があると考えられる。 
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